








 
   

ルワンダ共和国　グウィザ地域開発プログラム(RWA-190768)

2013年度（2012年10月1日～2013年9月30日）

プログラム近況報告

今年度、グウィザ地域開発プログラム（以下、
ADP）では、子どもたちの栄養状態の改善のた
め、様々な取り組みが行われました。栄養不
良の子どもを持つ家庭や、経済的に厳しい状
況にある家族を中心に構成される協同組合に
対し、養鶏や農業技術の指導を行い、地域全
体での食料が安定的に供給できるための活動
が行われました。
そのほか、学校設備への支援として、各小学校にバスケットボールやバレーボールを行うための運動場が整備
されました。子どもたちのための遊具などがほとんどないこの地域で、子どもたちが健康のためにスポーツを
楽しむことができる貴重な設備として活用されています。

チャイルド・スポンサーの皆さま

日ごろより、チャイルド・スポンサーシップを通して、温かいご支援を賜りまして、心より感謝申し上げます。
2013年度の活動報告として「プログラム近況報告」と、チャイルドの「成長報告」をお届けいたします。昨年
度も活動を進めることができましたのは、子どもたちを思い、継続的にご支援をくださる皆さまのおかげと、感謝
しております。
この1年の地域支援における活動の成果、今後の課題をご確認いただくとともに、チャイルドの成長をともに喜
んでいただけますと幸いに存じます。
皆さまのチャイルド、そしてすべての子どもたちが健やかに成長
できる地域となることを目指し、活動を続けてまいります。
皆さまの尊いご協力を、今後ともどうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

特定非営利活動法人
ワールド・ビジョン・ジャパン
常務理事・事務局長　

子どもたちの健康状態が改善されるための取り組みが行われました

支援により野菜の収穫量が向上し、
子どもたちの栄養状態も改善され
ています

支援されたビニールハウスで野菜を
育てる協同組合のメンバー

新しい運動場でバスケットボールを楽しむ子どもたち



ＡＤＰマネージャーからのごあいさつ

食糧増産プロジェクト

グウィザ地域より、地域の人々を代表し、温かいご支援への感謝を申し上げます。
皆さまからのご支援により、地域ではたくさんの変化が生まれています。
活動を進める中で、難しさを感じることもありますが、地元政府や地域住民との協力
関係により、一つひとつの壁を乗り越えることができています。そして何より、皆さま
からの継続的なご支援により支えられています。心からの感謝とともに、子どもたち
が健やかに成長できる地域づくりのため、引き続いてのご支援をどうぞよろしくお願
いいたします。

保健衛生プロジェクト

国や地域の行政機関との協力のもと、14キロメート
ルの上水用パイプラインが建設され、1,500世帯が
安全な水を利用できるようになりました。修繕や管
理のための費用として、20リットルあたり1セントの
使用量を地域住民が支払う仕組みです。さらに300
世帯が利用する3カ所の井戸の修理が行われたほ
か、294世帯に飲料水用のフィルターが支援され、
遠くまで水を汲みに出かけなくてもよくなりました。
住人のファウスタさんは、「子どもたちは、かなりの距
離を歩いて水汲みをしていたため、よく学校に遅れて
しまうことがありました。でも、今では家のすぐそば
に水タンクが設置され、遅刻する心配がなくなりまし
た。ご支援にとても感謝しています」と話してくれま
した。

ジョナス・ルガンズ（グウィザＡＤＰマネージャー）

採卵鶏の供給を受けた協
同組合では、より栄養のあ
る食事を子どもたちに提供
できるようになりました

建設されたパイプラインを通じて安
全な水が給水所に流れてきます。住
民は使用料を払い、水を汲みます

ローズさんの子どもの健康状態
を確認するヘルスワーカー

これまで湖まで長距
離を歩き、水を汲んで
いました

今年度、グウィザ地域では地域住民が運営する6つの協同組合に対し、12棟のビ
ニールハウスが建設されたほか、2つの組合には14の養蜂設備を支援しました。ま
た、有機肥料を使うなど、新たな農業技術のトレーニングを行ったほか、養鶏のため
に必要な鶏の支援も行われました。その結果、地域全体での生産性が向上し、各
家族は生産物を売り、子どもたちの学費や家族の医療費を支払うことができるよう
になりました。

収穫間近なトウモロコシの農場

整備された養蜂設備

また、ヘルスワーカーに対し、栄養や妊産婦に関するトレー
ニングを行い、各家庭や保健所を巡回して地域の子どもた
ちの健康状態改善に向けた取り組みを行いました。
2人の子どもの母親のローズさんは、「以前は保健所まで
子どもたちを連れて7キロも歩いて行かなくてはなりませ
んでした。今では、ヘルスワーカーの方が訪問してくれる
のでとても助かっています」と話してくれました。



平和再構築プロジェクト

和解の集いに参加したジェノサイドの生存者と加害者たちは、今
では「赦し」を分かち合うことでより良い生活を享受しています

これまで家がなかった父親と息子にトタン屋根の家を支援しま
した。真ん中に立っているのは現地スタッフです

1994年に100日間という短期間に約80万人もの人
びとが亡くなったジェノサイド（大量虐殺）の被害者お
よび加害者を対象に活動が行われました。これまで、心
のケアや住民同士が理解し合い助け合うことの大切さ
を学ぶ活動が行われてきましたが、学びで訓練を受けた
20人の地域住民を中心としたグループが立ち上がり、
今では、地域で問題が起こった時に住民が主体となって
対処できるようになっています。例えば、毎年4月は、ジェ
ノサイドの犠牲者を悼む追悼式典が開かれます。この
時期、当時の悲惨な出来事が思い出され、地域住民の
間でも様々な問題が起こりやすくなります。そのような
とき、心のケアや問題の対処を、グループのメンバーが
行えるようになりました。グループのメンバーの一人で
あるジャンさんは、「将来地域を担っていく者として、地
域や私たちの国の役に立てるのが嬉しいです」と活動に
参加した感想を話してくれました。

トタン板で屋根を建築中の住宅

また、ジェノサイドの生存者たちが安心して暮らし、希望
を取り戻せるように、地域住民との協力のもと住宅の建
設が行われました。ルワンダ農村部では茅葺き屋根と
土壁の住居が一般的でしたが、特に大量の雨が降る雨
期には家の内部まで浸水してしまうため、近年では政府
がすべての住居の屋根をトタン板にしようと取り組んで
います。しかし、政府の限られた予算や行政執行能力か
らトタン屋根の支給を受けられていない世帯も多いた
め、特に貧しい家庭を優先して、トタン屋根の支援を行
いました。



教育プロジェクト

スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト

地方行政、地域住民、ADPがそれぞ
れ経済的負担を分担し合い、地域の
小学校に4教室、職員室、およびトイ
レを建設しました。まだまだ十分とは
いえませんが、教室数が増えたことで
各教室をこれまでの62人から50人
で利用できるようになり、子どもたち
にとってより良い学習環境が整いまし
た。また、両親を亡くした子どもたち
や経済的に恵まれない家庭の若者
15人に対し、職業訓練を行いました。
訓練修了時には、ミシンや大工道具な
ど必要な道具を支援しました。学ん
だ技術と道具を使いこなし、生計を立
てられるようになることを目指してい
ます。 支援により建設された小学校と子どもたち

小学校で学ぶ子どもたちの笑顔は輝いています

職業訓練を修了した若者たち

「スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト」では、チャイルドとの手紙の交流や毎年の成長報告などを通して、
支援の成果を実感していただくための活動を行っています。そのため、チャイルドの成長を定期的にモニタリングし、
支援事業がチャイルドとその家族、さらに地域の人々の生活をどのように改善しているのか確認を行っています。また、
チャイルドの家族や地域の人たちが「子どもを中心とした開発」を理解し、その支援活動の中心を担っていくような啓
発活動も行っています。6月16日には「アフリカの子どもの日」を支援地域内の子どもたちとともに祝いました。
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